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『復活祭 ３．１１からの再生』を開催しました。

・仙塩浄化センターは、東日本大震災で壊滅的な被害を受けましたが、皆様のご理解やご協力のもと、早急に復旧を

進め、一部の施設を本格的に稼働させることができました。

８月２５日（土）に皆様に施設をご覧いただき、震災被害からの復旧状況をお伝えする事と下水道施設のＰＲを兼ねて

『復活祭 ３．１１からの再生』として見学会を開催しました。

三浦副知事

下水処理の仕組みと施設見学 （復旧した施設を見学していただきました。）

被災と復旧状況 （被災から復旧状況のパネル等を展示しました。）

工作と学習 （簡易顕微鏡を製作し、水を浄化する微生物を観察していただきました。）

郡政務官 伊藤県議会議員

菊池市長

（多賀城市） 寺澤県議会議員

下水処理における資源の循環 （下水汚泥から作ったコンポストや花を配布しました。）

津波の襲来状況のビデオ放映、被災状況、復旧方針、これまでの段階的な施設復旧について熱心に見ていただきました

水処理施設の見学 中央監視室の見学水処理の仕組みについて

資源循環の仕組みについて コンポストの配布 鉢植の配布

ペットボトル顕微鏡の製作 電子顕微鏡で微生物観察 テレビ撮影で緊張？！



　

・「あたりまえ」に思えている日常の生活を維持する為に多くの人の働きがあるとつくづく考えさせられま

した。（特に下水道のありがたみと大切さ）今日、震災当時の様子やその復旧に努力した様子や取り組みが

わかりとてもよかった。（５０代 女性）

・下水について改めて考える良い機会になりました。（５０代 女性）

・想像以上の被害に驚きました。復旧作業にかかる経費など大変でしょうが、早く以前のような施設に戻る

ことを心から祈っております。（４０代 女性）

・今回見学して微生物の働きを借りている事などがわかりました。（小学生 女性）

・臭い・汚いとは言えないですね。子供達に見せたり、聞かせたりしたいです。（６０代 女性）

・見えない所での苦労がわかりました。これからも頑張ってください。（６０代 女性）

・見学が実際できて良かった。３．１１以降考えることの多いところだったので、来て良かったと思います。

（２０代 女性）

・もっと多くの人に知ってもらうと良いと思います。もっとＰＲしては！（男性）

・とても暑い中、多くの方々に来場いただきました。今回のイベントで下水道への早期復旧を望む多くの声をいただ

きました。施設の復旧は一部の汚泥処理施設を除いて今年１２月末までに復旧し下水道の処理も震災前と同等に

復旧する予定です。

仙塩浄化センターの復旧工事は最盛期を迎えています。復旧工事に携わる職人の方々が１日約２００人、また多

くの作業車両が通行しており、近隣住民の方々には大変なご迷惑をおかけしておりますが、引き続きご理解と御協

力をお願いします。

被災及び復旧状況説明

水とのふれあい （暑い日差しの中、水とふれあい涼を感じていただきました。）

むすび丸、もぐベェ、カゥパも駆けつけてくれました。

来 場 者 ア ン ケ ー ト（来場者アンケートの一部を紹介させていただきます。）

大雨時などの下水道使用量の縮減

復旧作業中の下水道施設は、本来の処理能力に達しておらず、大雨時に溢水する可能性があります。

台風や大雨の時には、風呂水の排水を控えるなど、下水道使用量の縮減をお願いいたします。

みやぎの自然環境を守るためにも、また下流域にお住まいの方々のためにも、

今後も節水と自然に優しい水利用に、皆様のご協力をお願いします。

中南部下水道事務所からのお願い


